・モデル説明
モデル[100by100case1]：防災上対策を何も施してない場合(現状市街地)

モデル[100by100case2-1]：可搬式消防動力ポンプの使用可能な住民がいる

モデル[100by100case2-2]：住民の火災感知時間を6分から3分に短縮

モデル[100by100case2-3]：住民の消火活動参加割合が34%から50％に増加
モデル[100by100case2-4]：case2-1~2-3の対策すべてを施した場合
モデル[100by100case3-1]：老朽木造建物を耐震化し道路閉塞を防ぐ
モデル[100by100case3-2]：消火器の設置数を4本から8本に増設
モデル[100by100case3-3]：防災倉庫、防火水槽をそれぞれ2つに増設
モデル[100by100case3-4]：case3-1~3-3の対策すべてを施した場合
モデル[100by100case4-1]：case2-1~2-3、case3-1~3-3の対策をすべて施した場合
モデル[100by100case4-2]：ソフト、ハードそれぞれ最も効果があった施策１つずつ実施
